
平成３０年度 第７回高士区地域協議会 

次 第 
 

日時：平成 30 年 11 月 8 日（木）午後６時３０分～ 

会場：高士地区公民館 ２階 中会議室 

 

所要時間：90 分 

 

１ 開 会（5 分） 

 

 

 

２ 会長挨拶 

 

 

 

３ 議 題 

 

   （１）今後の意見交換会について（30 分） 

 

 

   （２）自主的審議事項について（50 分） 

 

 

 

４ その他（次回の開催日程について） 

 

  ■次回の開催日 

    日時：平成 30 年 12 月 日（ ） 午後 6 時 30 分～ 

    会場：高士地区公民館 中会議室 

    内容：自主的審議 

 

 

 

５ 閉 会（5 分）  



高士区地域協議会 今後の意見交換会について 

 

名称 開催時期 対象者 内容 検討要素 

高士の未来づくり 

懇談会 
1 月下旬 

地域住民 

（約 20 名） 
・地域課題 

・平成 26 年度から実施してきたが、参加者の固定化や意見のマン

ネリ化等が起きている。 

・地域住民に何かをお願いする等の明確な目的がないと昨年度と

同様の意見交換になる。 

三郷区地域協議会と

の意見交換会 

1 月～３月 

（平日の夜） 

三郷区 

地域協議会委員 
・自主的審議 

・三郷区地域協議会から高士区地域協議会と意見交換を行いたい

と打診があった。 

・三郷区の自主的審議のテーマが「三郷区の人口減少について」

であり、高士区のテーマと共通している。 

・これまで意見交換を実施したことがないため、新たな発見等に

期待できる。 

雄志中学校区地域協

議会との意見交換会 
1 月～3 月 

津有区・諏訪区

地域協議会委員 

・地域活動支援事業 

・自主的審議 

・これまでは雄志中学校生徒との意見交換会後に開催してきた。 

・地域活動支援事業や自主的審議事項など、共通する部分は多い。 

・各区の意向も確認する必要があるため、高士区地域協議会とし

て実施する意向があるかを検討する。  

 

資料１ 



第７回高士区地域協議会 自主的審議事項 

 

 

■自主的審議のテーマ                              

「人口減少の抑制」に向けた「空き家の活用」 

 

■第７回地域協議会の目標                            

前回の協議会で出た意見を基に、今後の高士区地域協議会としての方向性を

決める。 

 

■議題                                      

 

 ○高士区地域協議会が課題解決に向けて出来ることを協議する。  

 

 [協議のポイント]  

  

① 「活動の基盤」から実施できるものを検討していく。 

 

② 高士区地域協議会が実施できるものを優先する。 

 

  ③ 地域協議会は諮問機関であり、実行部隊ではない。 

    （考えることはできるが、実際に活動を行う組織ではない。） 

   

  

■次回の協議内容                                   

 上記で決定した方向性を深め、課題解決に向けて協議を進める。 

 

資料２ 



高士区地域協議会 自主的審議整理シート

目的 空き家を活用した人口減少の抑制

手段 情報発信

・空き家、空き地の発信

・高士区の魅力発信

環境整備

・家族連れが住みたい町

・空き家の利活用例

・岩の原葡萄園との連携

分析

活動の
基盤

情報収集

・空き家、空き地の調査

・民間企業との連携

・家族連れのニーズ調査

魅力発見

・地域の名所、宝

・アピールポイントの把握

・古民家の活用方法

実行部隊

・専門で動ける人材や組織、

活動拠点など

・高士区外の人材

・空き家所有者との交渉

（許可の承諾等）

・分析や手段の実施主体

地域協議会が出来ること

★採択方針への反映

・高士地区振興協議会との

連携

★研修等を通じた情報収集

★他地区との交流による

魅力発見

・高士地区振興協議会との

連携

★市へ地域おこし協力隊の

派遣要請（意見書の提出）

・高士地区振興協議会との

連携

なぜ
必要か

資料３

★地域協議会単独で出来るもの ・他の団体の協力が必要なもの


